
著
者
は
婦
人
科
専
門
医
で
あ
り
、
現
在
も
臨
床
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お

ら
れ
る
が
、
本
学
会
会
員
、
関
西
支
部
会
員
と
し
て
も
古
い
。
特
に
「
七

福
神
の
戎
っ
さ
ん
」
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
品
々
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、

わ
が
国
で
最
も
数
多
く
の
史
料
を
私
蔵
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
年
頭
に

は
西
宮
市
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
に
お
い
て
私
蔵
の
特
別
展
示
が
毎
年

公
開
さ
れ
て
い
る
。
医
史
学
関
西
支
部
、
医
学
切
手
友
の
会
関
西
支
部

会
員
達
も
新
年
恒
例
と
し
て
、
き
き
酒
、
か
す
汁
の
接
待
に
つ
ら
れ
、

毎
年
多
く
の
参
加
者
を
見
る
。
平
成
六
年
の
特
別
展
は
〃
吉
祥
・
福
の

神
″
と
題
し
、
戎
の
他
に
「
宝
船
に
関
す
る
」
も
の
の
初
公
開
が
注
目

研
究
者
は
勿
論
、
一
般
人
に
と
っ
て
も
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
ミ
ル
ン

は
じ
め
モ
ー
ス
や
シ
ー
ボ
ル
ト
等
の
人
類
学
的
・
考
古
学
的
業
績
を
探

索
す
る
に
あ
た
り
良
い
手
引
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
項
目
ご
と
に
引
用

文
献
が
明
記
し
て
あ
る
こ
と
は
有
難
い
配
慮
で
あ
る
。
ま
た
第
二
部
に

原
著
の
翻
訳
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
本
書
の
価
値
を
一
層
引
き
立

て
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
斯
学
の
入
門
書
と
し
て
は
勿
論
、
一
般
教
養
言
と
し
て
も
広

く
お
奨
め
し
た
い
好
著
で
あ
る
。

（
戸
出
一
郎
）

〔
雄
山
閣
出
版
、
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
’
六
’
九
、
電
話
○
三
’
三

二
六
二
’
三
二
三
一
、
一
九
九
三
年
、
Ｂ
６
判
・
二
五
六
頁
・
定
価
二
八

○
○
円
〕

堀
内
冷
著
「
兵
庫
医
史
散
歩
」

さ
れ
て
い
る
。
本
著
の
文
中
に
は
単
に
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
で
な
く
著

者
の
該
博
な
知
識
を
生
し
西
宮
の
郷
土
史
に
あ
た
る
「
戎
さ
ん
」
の
代

名
詞
西
宮
神
社
由
来
を
は
じ
め
、
民
間
医
療
信
仰
に
つ
い
て
記
し
さ
ら

に
屠
蘇
の
由
来
等
、
民
俗
学
の
領
域
ま
で
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

本
著
は
兵
庫
県
下
の
医
史
に
つ
き
著
者
自
身
が
鋤
年
間
の
長
き
に
わ

た
っ
て
集
め
た
資
料
の
中
か
ら
、
平
成
元
年
八
月
号
「
兵
庫
県
医
師
会

報
」
よ
り
弱
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
て
刊
行
さ
れ
た
。

従
っ
て
医
史
学
に
関
心
と
親
し
み
を
持
つ
者
に
、
医
神
、
儒
医
、
系
豚
、

寿
命
、
皮
下
注
射
等
の
歴
史
を
各
タ
イ
ト
ル
毎
に
簡
潔
に
し
て
明
瞭
に

説
明
し
て
い
る
。

著
者
と
し
て
は
更
に
詳
細
な
記
述
を
望
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
連
載

物
と
本
著
の
ペ
ー
ジ
数
か
ら
し
て
や
む
得
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。
さ

ら
に
兵
庫
県
下
の
疾
病
史
か
ら
赤
十
字
社
、
兵
庫
県
医
会
、
医
師
会
の

諸
史
料
に
つ
い
て
地
方
新
聞
郷
土
雑
誌
よ
り
多
く
の
資
料
を
掘
り
お
こ

し
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
特
に
県
下
の
著
名
な
医
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
著
者
の
尼
崎
藩
医
を
祖
と
す
る
堀
内
静
一
を
始
め
、
岡

白
駒
、
田
中
信
謹
、
原
老
柳
、
川
本
幸
民
、
深
山
玄
碩
、
飯
田
税
隠
、

鵺
崎
平
三
郎
、
深
山
杲
、
に
つ
き
記
述
、
さ
ら
に
神
戸
に
立
寄
っ
た
コ

ッ
ホ
、
野
口
英
世
の
県
下
で
の
詳
細
な
追
跡
調
査
も
戦
せ
て
い
る
。
書

評
の
筆
者
は
特
に
眼
科
史
に
関
心
を
持
つ
者
で
あ
り
眼
科
の
項
目
、
さ

ら
に
こ
の
文
中
、
谷
川
良
三
及
び
兵
庫
県
出
身
の
河
本
重
次
郎
、
次
い

で
京
の
医
師
新
宮
涼
庭
に
関
連
し
た
、
原
老
柳
、
京
都
府
下
の
門
下
生

を
多
く
擁
し
た
川
本
幸
民
の
各
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
項
に
つ
い
て
は
特
に

関
心
を
い
だ
か
さ
れ
た
。
県
医
師
会
史
、
県
医
人
史
を
は
じ
め
民
俗
学

ハハハ
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を
包
括
し
た
民
間
医
療
信
仰
に
つ
い
て
は
す
で
に
各
県
別
に
多
く
出
版

さ
れ
て
い
る
が
、
兵
庫
県
か
ら
の
こ
れ
等
出
版
物
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
郷
土
史
資
料
と
し
て
価
値
を
認
め
、
か

つ
今
後
の
研
究
に
参
考
と
な
り
得
る
。
ま
た
神
戸
病
院
の
明
治
初
期
の

写
真
や
前
述
し
た
人
物
像
、
そ
の
他
数
十
点
の
資
料
を
写
真
と
し
最
後

の
項
に
、
明
治
以
前
の
兵
庫
出
身
の
医
師
一
覧
表
を
載
せ
、
今
後
の
兵

庫
県
医
学
人
物
史
調
査
に
恰
好
の
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

著
者
は
西
宮
史
談
会
に
も
属
さ
れ
、
西
宮
郷
土
史
に
つ
い
て
も
造
形

深
く
、
多
く
の
郷
土
史
資
料
を
参
考
に
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ

り
特
に
関
西
在
住
の
医
史
学
、
郷
土
史
民
俗
学
に
関
心
あ
る
者
の
必
読

の
害
で
あ
る
。

（
奥
沢
康
正
）

〔
兵
庫
県
医
師
会
・
神
戸
市
中
央
区
山
手
通
り
六
’
一
’
三
○
、
電
話
○
七

八
’
三
七
一
’
四
二
四
、
四
六
判
二
九
三
頁
、
三
五
○
○
円
〕

フ
ォ
ス
美
弥
子
編
訳
一
幕
末
出
島
未
公
開
文
書

ｌ
ド
ン
ケ
ル
Ⅱ
ク
ル
チ
ウ
ス
覚
え
聿
星

一
世
紀
半
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
今
日
に
到
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
皮
肉

な
感
じ
も
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
が
初
め
て
日
本
に
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、

当
時
急
激
に
増
加
し
て
い
た
自
国
の
捕
鯨
船
団
の
保
護
が
目
的
だ
っ

た
。
日
本
近
海
で
船
が
難
破
し
た
際
、
乗
組
員
が
監
禁
さ
れ
、
長
崎
か

ら
の
移
送
は
オ
ラ
ン
ダ
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
は

ま
た
蒸
気
船
の
運
行
が
発
達
し
、
東
ア
ジ
ア
で
の
補
給
基
地
を
確
保
す

る
必
要
性
も
増
大
し
て
い
た
。
日
本
を
如
何
に
国
際
社
会
へ
編
入
で
き

る
か
は
西
洋
諸
国
に
と
っ
て
緊
急
の
課
題
と
な
っ
た
。
一
八
五
二
年
浦

賀
沖
へ
の
ペ
リ
ー
提
督
来
航
は
、
同
様
の
「
訪
問
」
を
す
る
他
の
船
の

先
駆
け
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
徳
川
体
制
の
崩
壊
状
態
を

決
定
的
な
も
の
と
し
て
、
将
来
の
対
外
関
係
を
め
ぐ
る
国
中
の
激
し
い

綱
引
き
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

米
英
露
仏
等
列
強
の
圧
力
の
下
で
陥
っ
て
い
た
分
裂
状
態
を
生
々
し

い
描
写
に
よ
っ
て
裏
付
け
た
の
は
最
後
の
出
島
商
館
長
ヤ
ン
・
ヘ
ン
ド

リ
ク
・
ド
ン
ケ
ル
Ⅱ
ク
ル
チ
ウ
ス
〔
盲
ロ
函
９
号
異
口
○
具
閏
○
匡
昌
尻
、

一
八
一
三
’
一
八
七
九
年
〕
で
あ
っ
た
。
彼
は
西
洋
で
唯
一
、
そ
れ
ま
で

二
世
紀
余
り
に
亙
っ
て
鎖
国
日
本
と
直
接
交
渉
を
維
持
し
て
き
た
国
の

代
表
者
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
が
頼
り
が
ち
で
あ
っ
た
砲
艦
政
策
よ

り
も
、
ね
ば
り
強
く
双
方
の
信
頼
関
係
を
築
く
方
が
遙
か
に
適
切
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
彼
は
積
極
的
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の

普
及
を
促
進
し
、
西
洋
の
学
問
、
技
術
の
導
入
を
助
成
し
、
様
々
な
啓

蒙
活
動
を
行
な
っ
た
。
同
時
に
ま
た
ド
ン
ケ
ル
Ⅱ
ク
ル
チ
ウ
ス
が
同
時

に
日
本
の
理
解
に
努
め
て
い
た
こ
と
は
、
「
日
本
文
法
槁
本
」
〔
卑
○
の
く
め

①
の
ロ
①
こ
四
目
己
の
ｇ
の
ｇ
目
鼻
百
口
＆
と
い
う
形
で
結
実
し
た
彼
の
日
本
語

研
究
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
お
よ
そ
七
年
に
及
ぶ
日
本
滞
在
で
蒐
集

し
た
数
多
く
の
書
籍
は
現
在
主
と
し
て
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。こ

の
度
出
版
さ
れ
た
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
記
事
は
編
著
者
の
フ
ォ

ス
美
弥
子
氏
が
植
民
省
極
秘
文
言
の
中
か
ら
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
の
前
書
き
（
七
頁
）
で
は
ま
ず
歴
史
的
背
景
や
資
料
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
、
続
く
本
文
は
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
年
）
の
書
簡
及
び
一
八
五
三
年

0，局
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